
－

－

就園奨励費受給数（人） 増 460 507 534 501 426 A
主　な

活動指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度 25年度

目標値
28年度 達成度

４ 施策の活動指標 (「3 施策の成果指標」の目的を達成するため本施策において町が行う活動内容等を定量的に表記します。)

－

－

－

25年度
目標値
28年度 達成度

主　な
目標指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度

法令・制度
の変更

子ども・子育て支援関連３法の制定や認定子ども園法が改正され、子ども・子育て支援新制度
が平成２７年４月から施行されることとなった。

施策の課題

３ 施策の成果指標 (基本方針を達成するため本施策に求められる成果を定量的に表記します。)

住民満足度

指標（単位）
総合計画
策定時

中間値
（26年度）

目標値
28年度 達成度

『幼児教育の充実』について「満足」と
感じる住民の割合

31.9 ％ 29.9 ％ 42.0 ％ C

施策の目的
（基本方針）

幼児期を人間形成の基礎と位置づけ、幼稚園、保育園における幼児教育の充実や小学校教育と
の連携につとめるとともに、家庭における幼児教育の支援をはかります。

２ 施策を取り巻く環境

施策の現状

幼児教育は人間形成の基礎であり、幼児期からの心の教育など幼稚園や保育園の担う役割には
大きなものがあります。町では、私立幼稚園の就園奨励助成事業を行い、保護者の負担軽減を
はかっていますが、今後も生涯学習の第一歩である幼児教育の充実につとめる必要がありま
す。

佐藤隆男

総合計画
体　系

まちづくりの目標【部】 豊かな人間性を育む文化のまちづくり

施策の分類【章】 生涯を通じて学ぶ体制づくり

部章節№ 第4部 第1章 第2節 評価担当部 教育委員会
関連部局 民生部

総合計画書掲載頁 133 頁 記載責任者

月 26 日
１ 施策の概要

施策名
（節の名称）

№
幼児教育の充実33

平成２６年度　施策評価シート

作成日 平成 26 年 11



改善案
などの
内　容

私立幼稚園就園奨励費補助金の減額は国の制度改正に伴うものであり、やむを得ない措置であ
ることから、今後とも現状どおり私立幼稚園や就園児に対する就園奨励費等の支援を行ってい
く。

８ 庁内行政評価委員会コメント ※主管部等では記入しないでください。

評価・
方向性

私立幼稚園就園奨励費補助金の減額は国庫補助分の減額によるものであることから、町として
は所管部の方向性のとおり現状維持とする

□ 大幅な見直し □ 新たな取組みや事業を追加 □ その他

７ 今後の方向性

方向性 ■ 現状維持 □ 一部見直し

住民満足度は前回調査時より2ポイント下がっているが、一方、「普通」は6.8ポイント上昇
し、「不満」は4.8ポイント減少している。前回の満足度調査時と比較して、最も対象者の多
い年収361万円～680万円世帯の幼稚園就園奨励費補助金の額が減額となっているため、町
民の評価も下がったと思われる。

総合評価

B 構成事務事業の見直しが必要な施策です。
（自動判定）

総合評価結果に対する分析（施策全体について、進捗状況、有効性・効率性の観点を踏まえて分析してください。）

６ 総合評価

成果指標評価 C 活動指標評価 A 進捗状況調査結果 B

2 家庭支援の充実 B

1 幼児教育の充実 B

№ 名称 № 名称

５ 総合計画の進捗状況調査に基づく基本施策の評価
基本施策

評価結果
基本施策

評価結果



2 (3) 「あいさつ、声かけ運動」など子育て支援に向けた地域づくり 生涯学習課 26年度 B

2 (2) 幼稚園・保育園による育児相談など地域での幼児教育の充実 子育て支援課 26年度 A

2 (1) 地域ぐるみの子育て支援体制づくりなど家庭教育の支援 生涯学習課 26年度 B

1 (5) 「読書・読み聞かせ運動」などによる心の教育の充実 指導室 26年度 －

1 (4) 幼児教育の多様化に向けた教職員の研修体制の充実 指導室 26年度 －

1 (3) 幼稚園、保育園と小学校との連携 指導室 26年度 A

1 (2) 地域教育力をいかした幼児教育の推進 指導室 26年度 －

1 (1) 私立幼稚園や就園児に対する就園奨励費等の支援 教育総務課 26年度 B

９ 総合計画の進捗状況調査における取組の方向性の評価（事務事業の評価）

基本
施策№

取組の方向性 評価
年度

評価
結果№ 名称 主管課


